	

Salve Regina （Gregorian chant）
Salve Regina,
Mater misericordiae:
Vita, dulcedo
et spes nostra, salve.

Ad te clamamus 
exsules filii Hevae.
Ad te suspiramus, gementes
et flentes in hac lacrimarum valle.
Eia ergo, advocata nostra, 
illos tuos misericordes oculos ad nos converte.
Et Jesum,
benedictum fructum ventris tui, nobis,
post hoc exsilium ostende.

O clemens: 
O pia:
O dulcis Virgo Maria.

Lamentations of Jeremiah　（Thomas Tallis）
Incipit Lamentatio Jeremiae Prophetae

Aleph
Quomodo sedst sola
Civitas plena populo.
Facta est quasi vidua
Domina gentium:
Princeps provinciarum
Facta est sub tributo.

Beth
Plorans ploravit in nocte,
Et lacrimae ejus in maxillis ejus:
Non est qui consoletur eam,
ex omnibus caris eius.
omnes amici eius spreverunt eam
Et facti sunt ei inimici.
Jerusalem,Jerusalem, 
convertere ad Domunum Deum tuum.
Bogorodite Devo, raduisya
（Sergei Vasil'evich Rachmaninov）
Bogoroditse Devo, raduysia,
Blagodatnaya Mariye,Ghospod s'Toboyu.
Blagoslovenna Ti v'zhenah,
i blagosloven Plod chreva Tvoyego,
yako Spasa rodila, yesi dush nashih.

Adoramus te（Rihards Dubra）
Adoramus te，Christe，et benedicimus tibi．
Quia per sanctam crucem tuam redemisti mundum. Alleluja
Omnis terra adoret te, et psallat tibi, Alleluja
psalmum dicat nomini Tuo


Si j'ay perdu mon amy（Josquin des Prez） 
Si j'ay perdu mon amy, 
Je n'ay point cause de rire, 
Je l'avoye sur tous choisy, 
Vray Dieu（=神）, que voules vous dire? 
Il m'avoyt jure sur sa foy 
De n'aymer aultre que moy, 
Tout au long du moys de may
Morte suis sy je ne l'ay. 
Et qu'en voule's vous donc dire de moy? 

Ce jour de l'an vourdray joye mener（Guillaume Dufay）
Ce jour de l'an voudray joye mener,
Chanter, danser et mener chiere lie,
Pour maintenir la coutume jolye
Que tous amants sont tenus de garder.

Et pour certain tant me voudray pener（楽譜はpoier）
Que je puisse choisir nouvelle amie
Ce jour de l'an voudray joye mener,
Chanter, danser et mener chiere lie.

A laquelle je puisse presenter
Cuer, corps et biens, sans faire despartie.
He, dieus d'amours, syes de ma partie,
Que fortune si ne me puist grever.
Ce jour de l'an voudray joye mener,
Chanter, danser et mener chiere lie,
Pour maintenir la coutume jolye
Que tous amants sont tenus de garder.

Rastlose Liebe　（Robert Schumann）
Dem Schnee, dem Regen,
dem Wind entgegen,
im Dampf der Klufte,
durch Nebeldufte,
immer zu! Immer zu!
Ohne Rast und Ruh!

Lieber durch Leiden
mocht' ich mich schlagen,
also so viel Freuden
des Lebens ertragen.

Alle das Neigen
von Herzen zu Herzen,
ach, wie so eigen
schaffet das Schmerzen!

Wie - soll ich fliehen?
Walderwarts ziehen?
Alles vergebens!
Krone des Lebens,
Gluck ohne Ruh,
Liebe, bist du!

Wasserfahrt　（Felix Mendelssohn）
Am fernen Horizonte
Erscheint, wie ein Nebelbild,
Die Stadt mit ihren Turmen,
In Abenddammrung gehullt.

Ein feuchter Windzug krauselt
Die graue Wasserbahn;
Mit traurigem Takte rudert
Der Schiffer in meinem Kahn.

Die Sonne hebt sich noch einmal
Leuchtend vom Boden empor,
Und zeigt mir jene Stelle,
Wo ich das Liebste verlor.


Ⅰ．新しい歌
F．G．ロルカ 詩　　長谷川四郎　訳

昼過ぎが言う―――影を飲みたい！
月は言う―――飲みたいのは星の輝き！
澄みきった泉は唇をもとめ
風がもとめるのはため息

匂い　笑い　新しい歌
これがぼくの飲みたいものだ
月だとかユリの花だとか
死んだ愛などから自由な歌だ

あすともなれば一つの歌が
未来の静かな水面をゆさぶり
そのさざ波とぬかるみを
希望でふくらますだろう

光り輝いておちついて
思想に満ちた一つの歌
悲しみや苦しみやまぼろしに
まだよごれていない一つの歌

抒情的な肉体なしに
笑い声で静寂を満たす歌だ
（未知のものへと放たれた
めくらのハトの一群だ）

もろもろの物　もろもろの風
その中心にせまる歌だ
とこりえの心の喜びに
最後にはやすらう歌だ

(注)傍線の部分は作曲されていない



Ⅲ．きみ歌えよ
谷川俊太郎　詩

きみ歌えよ
哀しいこと　つらいこと

ひとりで歌えよ

あのひとの名を大声で

歌えば　歌えば　歌えば　ああ

うその涙は出てこない

きみ歌えよ

嬉しいこと　好きなこと

ひとりで歌えよ

バカも卑怯もまるだしで

歌えば　歌えば　歌えば　ああ

ベートーヴェンも友だちさ

きみ歌えよ

きみのこと　洗いざらい

ひとりで歌えよ

こわれたギター抱きしめて

歌えば　歌えば　歌えば　ああ

誰かがいつか耳すます




















Adspice Domine（Felix Mendelssohn）
1．Allegro　moderato　
Adspice, Domine, de sede sancta tua
et cogita de nobis.
Inclina Deus meus aurem tuam et audi;
Adspice, Domine, de sede sancta tua.

2．Adagio　 
Aperi oculos tuos et vide tribulationem
nostram.

3．Con mｏｔｏ　
Qui regis Israel, intende ; qui deducis velut
ovem Joseph.
Qui sedes super cherubim, manifestare
Gloria Patri, et Filio, et spiritui Sancto

4．Adagio　
Aperi oculos tuos et vide tribulationem
nostram.
Gloria Patri, et Filio, et spiritui Sancto

5．Andante　
O LUX beata Trinitas,
et principalis Unitas,
iam sol recedit igneus,
infunde lumen cordibus.  
Te mane laudum carmine,
te deprecemur vespere:
te nostra supplex Gloria
per cuncta laudet saecula.  



	
	

天の元后よ（グレゴリオ聖歌）
天の元后よ、
あわれみ深い母よ。
あなたはわれらの命、喜び、
希望です。耳を傾けてください。

楽園から追放されたエヴァの子であるわれらは
あなたに叫びをあげます。
この涙の谷で嘆き泣く
われらはあなたにすがります。
それゆえあなたはわれらの神へのとりつぎです。
あなたの憐れみ深い目をわれらに向けてください。
そしてあなたの祝福された
胎内のみ子イエスをわれらに
お示し下さい、この追放が終わった後に。

おお、あなたは慈悲深い方。
おお、あなたは敬けんな方。
おお、甘美なおとめマリアよ。

エレミアの哀歌（トマス・タリス）
預言者エレミアの哀歌ここに始まる。
アレフ（※ヘブライ文字の記数法で1）
なにゆえ、独りで座っているのか
人に溢れていたこの都が。
やもめとなってしまったのか
多くの民の女王であったこの都が。
奴隷となってしまったのか
国々の姫君であったこの都が。
ベトゥ（※ヘブライ文字の記数法で2）
夜もすがら泣き、
頬に涙が流れる。
彼女を愛した人のだれも、
今は慰めを与えない。
友は皆、彼女を欺き、
ことごとく敵となった。
エルサレムよ、エルサレムよ、
立ち返れ、あなたの神、主のもとへ。
生神童貞女[しょうしんどうていじょ]や慶べよ
（セルゲイ・ヴァシリエヴィチ・ラフマニノフ）
神の御母よ、歓べ、
恩寵に満てるマリアよ、主は汝と共にいませり。
汝は女の中にて讃えられ
汝が御腹の御子も讃えられり。
我らを救いたまいし主を生みたもう故に。

御身を崇めん（リハルツ・ドゥブラ）
キリストよ、私たちはあなたを礼拝し、賛美します。
あなたは、あなたの聖なる十字架によって、世を救ってくださったからです。アレルヤ。
全地はあなたを崇拝します、あなたに向かって歌います。
アレルヤ。あなたの名前を賛美します。


もし私の恋人を失ったら （ジョスカン・デ・プレ）
もし私の恋人を失ったら, 
私はもう笑うことは無いだろう 
私は全ての人の中から彼を選んでいたのに 
真の神よ、あなたは何を言ってくれるのだろうか？
彼は彼の信仰によって私に誓った 
私以外の者を持たないと。
5月の間中（誓ったのです）
私は彼がいないと、死んだと同じ様なものだ。 
ところで、あなたは私についてはどう言うのだろうか？

新玉（あらたま）の年を迎えて楽しもうよ（G.デュファイ）
新玉（あらたま）の年を迎えて　楽しもうよ、
歌い　踊り　晴れやかになろう。
恋人たちの　誰もが身につける
あの素晴らしい　習慣を守りながら。

まこと　確実に　努力してみよう、
新しいよき人を　得られるように。
新玉の年を迎えて　楽しもうよ、
歌い　踊り　晴れやかになろう。

身も心も　そして宝も　ひたすらに
あの人に捧げられるようにしたいのだ。
ああ　愛神よ　私の味方になってほしい、
運命の女神が　私に痛手を負わせぬように。
新玉の年を迎えて　楽しもうよ、
歌い　踊り　晴れやかになろう。
恋人たちの　誰もが身につける
あの素晴らしい　習慣を守りながら。

憩いなき愛（ロバート・シューマン）
雪をつき、雨をつき、
風をついて、
谷間のけぶる中、
霧の流れる中を、
どこまでも！どこまでも！
憩わずに休まずに！

むしろ苦しみに
打ちひしがれた方がいい、
これほどの生の喜びを
堪えつくす位なら。

心と心とを結ぶ

愛情がいつも、

ああどうしてこのような

苦痛を作り出すのだろう！

どうしてー私は逃れようか？

森へ入ってしまおうか？

どうしても駄目だ！

人生の王冠なのだ、

憩いのない幸福なのだ、

愛よ、おまえは！


船行（フェリックス・メンデルスゾーン）
はるかなる地平線
まぼろしの絵のごとく

塔のある町（※）うかぶ

夕闇にたゆたえて

※「塔のある町」は「ハンブルグ」のこと

しめりたる風ながれ

灰いろの水跡ひき

かなしげに橈（かい）をこぐ

わが舟の水夫（かこ）あわれ

陽（ひ）はまたも地平より

あらわれて輝きつ

わがために かのひとと

わかれたる地を照らし



Ⅱ．うたを　うたう　とき
まど・みちお　詩

うたを　うたう　とき
わたしは　からだを　ぬぎすてます

からだを　ぬぎすてて

こころ　ひとつに　なります

こころ　ひとつに　なって

かるがる　とんでいくのです

うたが　いきたい　ところへ

うたよりも　はやく

そして

あとから　たどりつく　うたを

やさしく　むかえてあげるのです



















Ⅳ．鎮魂歌へのリクエスト
L.ヒューズ　詩　　木島　　始　訳

≪セント・ルイス・ブルース≫を演（や）ってくれ
死んだら　ぼくのために

すばらしい　音楽が　欲しいんだ

あそこ　空の高みでは。


≪セント・ジェームス・病院（ｲﾝﾌｧｰﾏﾘ）≫を歌ってくれ

ぼくを　埋めるときには―――
何故って　そこいらで　ぼくみたいに

いい奴が　置いてけぼりに　されることはない。

Ⅴ．一詩人の最後の歌
H．アンデルセン　詩　　山室　静　訳

私を高く運んで行け、お前、強い死よ

魂の大きな国へ。

私は神が私に命じた道を進んだ

額をまっすぐにあげて。

私が与えたすべては、神よ、あなたのもの
どれだけ私の富があるのか、私は知りませんでした。

私が費やしたものはほんのわずかです

私は枝の小鳥のように歌っただけです。

さようなら、あざやかに赤い一本一本のばらよ

さようなら、お前、いとしいもの！

ただ私を運んで行け、お前、強い死よ

たとえこの世にあるのが楽しいにせよ！

ありがとう神さま、あなたが与えた下さったもののために
ありがとう、これから来るもののために！

死よ、時間の海を超えて飛んで行け

さあ、永遠の夏の方へ。


(注)傍線の部分は作曲されていない








主よわれらのことを心に留めたまえ（ﾌｪﾘｯｸｽ・ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝ）
1．アレグロ・モデラート
主よ、その聖なる御座より 見そなわし。

（そして、）われらを御心にとどめたまえ。

わが神よ、御身の耳を傾け 聞きたまえ、

主よ、その聖なる御座より 見そなわしたまえ。

2．アダージョ
あなたの目を開いてください。そして、我々の苦難を

見てください。

3．コンモート
イスラエルの牧者よ、羊の群れのようにヨセフを導かれる者よ、
耳を傾けてください。

ケルビムの上に座せられる者よ、光を放ってください。

願わくば　父と子と聖霊とに　栄光あれ

4．アダージョ
あなたの目を開いてください。そして、我々の苦難を

見てください。

願わくば　父と子と聖霊とに　栄光あれ

5．アンダンテ
おお、祝福された三位一体の光よ

唯一にして 最高の権力よ

燃えさかる太陽が去ってしまっても

私の心に あなたの光を 注いでください。

あなたに向けて、朝に神をたたえる歌を歌います

あなたに向けて、夕方には祷りを行います。

二重に拡がるわれらが栄光の頌め歌

もろもろの世にわたりて汝を讃えまつります。
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